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インバウンドニーズ 調査概要

○新型コロナウイルス感染症の5類感染症への移行後、インバウンドニーズが増加し、「道の駅」を始め、多くの外国人
観光客が来訪。

○外国人の視点に基づく、「道の駅」の課題・ニーズを把握するため、WEBアンケートによるニーズ調査を実施。

■調査概要

項目 内容

調査目的

○新型コロナウイルス感染症が5類感染症へ引き下げられた
こともあり、インバウンド需要が増加している。｢道の駅｣
も例外ではなく、道路情報の提供のみならず、1つの観光
目的地として、多くの外国人観光客が訪れている。

○今後も、増加していくと予想されるインバウンド需要を見
越して、「道の駅」に訪れた外国人が、実際に利用した情
報入手手段や、利用時に困った事項等を調査・把握し、管
内道の駅の機能強化を検討するうえでの基礎資料の収集を
目的に実施するものである。

調査方法 ○WEBアンケート調査

調査対象

○今までに、日本の「道の駅」訪れた経験がある、韓国、中
国、台湾、香港、米国※からの訪日外客を対象とする。※
訪日外客数の上位5位の国を設定
（JNTO（日本政府観光局）日本の観光統計データ）

目標
サンプル

○各国40サンプル（計200サンプル）

調査期間 ○11下旬～（目標サンプル回収完了まで）

NO 調査項目 調査目的

１ 回答者属性 ○回答者の基礎情報（性別、年齢）を把握

２
利用した｢道の駅｣の所
在地（エリア）

○基礎分析として活用

３ ｢道の駅｣への来訪手段 ○基礎分析として活用

４ ｢道の駅｣を訪れた目的 ○道の駅における顕在的な需要を把握

５
｢道の駅｣で利用した情
報入手手段

○実際に利用されている・利用しやすい情
報入手手段を把握

６
｢道の駅｣を訪れた際に
困ったこと

○道の駅における問題点・課題を把握

７
｢道の駅｣の設備・機能
やサービスへの要望

○道の駅における潜在的な需要を把握

NO 調査項目 スクリーニング方法

SC
１

日本の「道の駅」を訪れ
た経験の有無

○「道の駅に訪れたことがある」と回答し
た方のみを対象に調査

■調査項目

○スクリーニング調査

○本調査

■調査画面イメージ
▶
韓
国
語
（韓
国
）

▶
英
語
（米
国
）



韓国

20%

中国

20%

台湾

20%

香港

20%

米国

20%

2

インバウンドニーズ 調査結果

○回答者の年齢は30代が最も多く、次いで20代が多い。性別は概ね男女同数程度。

○利用した｢道の駅｣の所在地は、｢関東地方｣「北海道」が多く、次いで｢近畿地方｣｢東北地方｣が多い。

○「道の駅」への主な来訪手段は、｢レンタカー｣｢観光バス｣が多く、次いで「鉄道」が多い。

■回答者属性 ■利用した「道の駅」の所在地

○在住国

○性別○年齢

n=200
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■利用した主な来訪手段

n=200

男性

54%

女性

47%

その他

0%
１０代

1%

２０代

33%

３０代

42%

４０代

17%

５０代

6%

６０歳以上

3%

レンタカー

26%

タクシー

10%

観光バス

26%

路線バス

11%

鉄道

20%

徒歩

6%

自転車

2%

その他

1%

n=200 n=200 n=200

サンプル数指定型
の調査のため、
各国とも同数取得
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インバウンドニーズ 調査結果

○「道の駅」の往訪目的は、「休憩（トイレ等）」が最も多く、次いで「買物」「食事」が多い。

○「道の駅」で利用した情報入手手段・媒体は、「施設スタッフによる声かけ・紹介」が最も多く、次いで「デジタルサイ
ネージ」「貼り紙・ポスター」が多い。

■道の駅を訪れた目的 ■道の駅で利用した情報入手手段・媒体
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その他
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インバウンドニーズ 調査結果（現状）

○「道の駅」往訪時に困ったことは、「道路情報・観光情報案内」「施設案内」「物販・飲食の商品説明」が自国語/多言
語に対応していなかったことが多く挙げられている。

○「道の駅」の設備・機能やサービスへの要望は、自国語/多言語対応への要望が多く、「商品の充実」も多い。

■道の駅を訪れた際に困ったこと

27%

19%

29%

26%

25%

17%

12%

11%

7%

2%

0%
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施設案内が自国語・多言語に

対応していなかった／少なかった

施設内の案内表示が理解しづらかった

道路情報・観光情報案内が自国語・多言語に

対応していなかった／少なかった

物販・飲食の商品説明が自国語・多言語に

対応していなかった／少なかった

施設スタッフとのコミュニケーションが

取れなかった

求めている商品・食品が

なかった／少なかった

宗教・文化へ配慮された商品・食品が

なかった／少なかった

決済がクレジットカード・電子決済に

対応していなかった

無料Wi-Fiがなかった

子育て支援施設がなかった／少なかった

その他

特になし

n=200

多言語に対応しておらず、かつ複雑なため、
混乱させてしまう可能性
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インバウンドニーズ 調査結果（他の道の駅での好事例）

○「道の駅」往訪時に困ったことは、「道路情報・観光情報案内」「施設案内」「物販・飲食の商品説明」が自国語/多言
語に対応していなかったことが多く挙げられている。

○「道の駅」の設備・機能やサービスへの要望は、自国語/多言語対応への要望が多く、「商品の充実」も多い。

■道の駅の設備・機能やサービスへの要望
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道の駅「まほろば」
（兵庫県 朝来市）

商品の英語による紹介

ピクトによるシンプルでわかりやすい表示

道の駅「伊豆月ケ瀬」
（静岡県 伊豆市）


